
コミュニケーションとコンテンツ

動画制作



昨年度、制作した学校紹介の動画について新入生に印象

を聞いてみたら不評だった。

今年度はその動画を改善してみよう！
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・ ユーザー中心のデザインを楽しもう
ただ作るだけてはなく相手（ユーザー）を意識した上て‘、
作ることを楽しもう

・ ユーザーヘの効果的な伝え方を考えよう
何のために、相手（ユーザー）に、何を、どのように伝えたいか

着目した上て伝えよう

・ 試行錯誤しながら何度も改善を繰り返そう
相手（ユーザー）を意識して、どのような内容・伝え方を

した方がいいのか、何度も繰り返えそう



昨年度の動画は先生たちの要望は満たしたが、

生徒や保護者の要望を満たしていなかった。

海外に留学に行き
たいみたいだけど、
在学中にいけるの

かな？

護者と生徒
（ユーザー）

学校の校風や
授業の雰囲気
はどうなんだ

ろう？
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自分の進路に合わせた
科目選択がてきるよ

＾ 
先生側
（発信）



［動画のテーマ ］ 
● 学校紹介

［対象となるユーザー ： 
● 中学生

● 中学生の保護者

：対象とするメディア : 

● 学校公式SNS

：制作物 ｀ 4 
● ショートムービー(I5or30秒）

（動画の条件 ］ 
● 先生と生徒・保護者の視点を

踏まえた上て‘、学校に入学し

たい！と思う生徒を増やす内

容てあること

• アップロードして閲覧可能な
ものにする

● 法的な配慮（著作権法等）を考

慮すること

● 公序良俗に反しないこと



今回は下記の4つのステップに沿ってショートムービーを

制作しよう。

調べる

•7 

ねらいを定める

・インタビュー ・ブレインストーミング

• KJ法

・アイデアシート

•7 

作りながら考える

・絵コンテ

•撮影・素材制作

・編集

•F 

みんなて共有する

・リリース

・運用・改善

入



調べるインタビューて＝ニーズを聞く 三

留学以外にも、
日常的に英語を

学べる環境が欲

しい

情報端末を積極
的に活用した授

業を受けたい

o。

．． 

-

受け身てはなく、 選択科目が非常
主体的に行動す Iに多いのが本校
る生徒が欲しい ¥/1の特色

000 



制作する動画について ： 
（アイデアシート ： 
インタビューてまとめた内容をもとに、アイデアシートに構想をまとめ、
それをグループて共有しよう。

アイデアシート

アイデアのタイトル ： 学びの主人公は学習者だ！

アイデアの特徴： 〇 ユーザー （こんな人が）

授業は先生が主役ではなく
授業中に自分の考えを． 
積極的に発信したい生徒

生徒が主役である 。シチュエーション （こり匹に）
． 主体的に生徒が活動を行う 生徒主体で学ぶ授業が
授業が多い 多い高校を探している

． いろんな考えを比較して ⑦ ぅれしさ （こんな価量虹団したい）

新しいアイデアを生み出そう 高校でディベー トや

ディスカッションの

科目があることを発見！



三

・絵コンテ

・撮影・素材制作

・編集 入



三

ママママ、
足

一 先生が黒板に書
先生が板書したもの

5秒
いている内容を

をノートに書き写すの
ノートに写してい

だけが学びだろうか
1生徒が楽しそる生徒の様子

うに学んて‘い

る雰囲気が伝
lわる曲生徒たちが自分

高校ては先生てはな

5秒
たちて調べたり、

く生徒が主体に学ん2 | I I Iどヽ ..’’ ジ ＝↓`― I議論したりしなが
てみませんか

ら、学ぶ様子



動画制作の役割分担
r 、

作りながら
考える

し 4F 
動画制作の際に役割分担を決め、多面的な視点て‘、ニーズ

に沿った動画がて‘きているか適宜確認をし、協働して制作

しましょう。

〇 監督（ニーズに沿って動画がて‘きているか、
タスクマネジメント、全体を総括する）

〇 撮影（撮影を行い、動画の素材を集める）

〇 編集（撮影された素材を編集し、配信に適した映像を
制作する）



三
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： 
：改善した動画の評価 J 



三

・リリース

・運用・改善



デザインする時の流れを簡略化し、今回は下記の4つの

ステップに沿ってショートムービーを制作しよう。

調べる

•7 

ねらいを定める

・インタビュー ・ブレインストーミング

• KJ法

・アイデアシート

•7 

作りながら考える

・絵コンテ

•撮影・素材制作

・編集

•F 

みんなて共有する

・リリース

・運用・改善

入


